













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図版５ Ph. O. ルンゲ『朝』、ペン画、１
８０２／０３年


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図版７ Ph. O. ルンゲ『昼』、ペン画、１８０３
年
図版９ Ph. O. ルンゲ『昼』、構想スケ
ッチ、１８０３年













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































結 合 し た 装 飾
（古代エジプト）
図版１３ エジプト式パルメッ
ト樹（フェニキア式）
図版１４ アムフォラの把手文様（古
代ギリシア）
図版１５ ササン朝ペルシア柱頭
（アカンサス文様）
図版１６ 石製円筒上の浮彫装飾（葡萄
唐草）（ポンペイ遺跡）
37
ク
（
ア
ラ
ビ
ア
模
様
）
の
一
例
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
コ
リ
ン
ト
式
柱
頭
で
有
名
な
ア
カ
ン
サ
ス
（
ア
カ
ン
ト
ス
）
の
葉
が
、
左
右
対
称
に
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
サ
サ
ン
朝
は
三
世
紀
か
ら
七
世
紀
で
あ
る
。
「
石
製
円
筒
上
の
浮
彫
装
飾
」（
ポ
ム
ペ
イ
）（
図
版
１６
（
４９
））
は
、
紀
元
後
一
世
紀
に
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の
噴
火
で
埋
没
し
た
ポ
ム
ペ
イ
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
浮
彫
装
飾
で
あ
る
。
葡
萄
の
葉
と
房
が
複
雑
な
唐
草
模
様
を
描
い
て
い
る
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
化
し
た
古
代
ロ
ー
マ
の
例
で
あ
る
。
以
上
、
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
歴
史
か
ら
五
つ
の
例
を
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
ル
ン
ゲ
の
『
四
つ
の
時
』
の
文
様
を
検
討
し
て
み
た
い
。
「
朝
」
の
構
図
は
比
較
的
に
簡
素
で
あ
る
。
絵
の
内
部
で
は
、
大
地
か
ら
雲
間
を
貫
い
て
一
本
の
百
合
が
画
面
中
心
に
立
っ
て
い
る
。
花
弁
に
は
子
供
た
ち
が
い
る
。
図
版
１４
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
よ
う
に
、
中
心
の
軸
か
ら
左
右
対
称
に
四
本
の
枝
が
垂
れ
、
そ
の
先
端
の
花
弁
か
ら
薔
薇
が
こ
ぼ
れ
出
る
。
古
代
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
に
お
い
て
は
、
蓮
や
ア
カ
ン
サ
ス
や
葡
萄
の
葉
が
文
様
の
元
素
材
と
な
っ
て
い
た
が
、
「
朝
」
で
は
ル
ン
ゲ
の
典
型
的
な
文
様
で
あ
る
百
合
が
主
役
を
演
じ
る
。
図
柄
は
ま
さ
に
「
建
築
学
的
」
で
、
世
界
の
構
造
そ
の
も
の
を
支
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
枠
部
の
両
側
を
見
る
と
、
下
に
蓮
の
葉
が
水
面
に
浮
か
び
、
そ
こ
か
ら
垂
直
に
ア
マ
リ
リ
ス
が
伸
び
、
中
途
か
ら
百
合
が
現
れ
る
。
こ
の
垂
直
的
な
構
図
は
図
版
１３
と
同
型
で
あ
る
。「
昼
」「
夕
」「
夜
」
の
枠
部
も
同
様
で
あ
る
。
「
昼
」
の
内
部
で
も
、
百
合
が
左
右
対
称
に
上
の
空
間
の
中
心
に
立
っ
て
い
る
が
、
構
図
は
全
体
に
複
雑
で
あ
る
。
幾
層
も
の
円
環
が
画
面
を
統
括
し
て
い
る
。
上
部
に
は
矢
車
菊
の
花
輪
、
画
面
中
心
に
母
な
る
存
在
を
包
む
多
種
多
様
な
花
々
の
半
円
状
の
園
亭
、
そ
し
て
下
に
は
円
い
池
。
内
部
空
間
は
豊
穣
を
意
味
す
る
穀
物
や
果
実
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
枠
部
の
両
側
に
は
垂
直
に
モ
ウ
ズ
イ
カ
と
時
計
草
﹇
受
難
の
花
﹈
が
伸
び
る
。「
昼
」
の
植
物
は
多
種
多
様
だ
が
、
一
つ
一
つ
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
自
然
の
中
に
様
式
化
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
母
の
園
亭
の
植
物
は
、
図
版
１５
お
よ
び
図
版
１６
タ
イ
プ
を
想
起
さ
せ
る
。
「
夕
」
は
、「
朝
」
同
様
、
内
部
の
植
物
界
が
比
較
的
簡
素
な
ア
ラ
ベ
ス
ク
を
形
作
っ
て
い
る
。
沈
む
百
合
と
項
垂
れ
る
薔
薇
、
空
間
上
部
の
芥
子
が
シ
ン
メ
ト
リ
ー
状
に
配
置
さ
れ
、
図
版
１４
あ
る
い
は
図
版
１５
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
枠
部
の
ア
ロ
エ
と
飛
燕
草
も
様
式
化
さ
れ
た
左
右
対
称
を
示
し
て
い
る
。
「
夜
」
は
「
昼
」
と
同
じ
く
複
雑
な
植
物
文
様
が
、
特
に
絵
内
部
38
の
下
半
分
を
埋
め
尽
く
す
。
配
置
は
ほ
ぼ
左
右
対
称
で
あ
る
。
夜
の
女
性
が
い
る
上
部
中
心
の
芥
子
の
葉
は
、
図
版
１５
の
ア
カ
ン
サ
ス
文
様
と
同
類
で
あ
る
。
ま
た
画
面
下
の
植
物
の
茂
み
は
図
版
１６
を
よ
り
立
体
的
に
構
成
し
た
観
が
あ
る
。
枠
部
の
垂
直
ア
ラ
ベ
ス
ク
も
複
雑
な
構
造
を
示
し
て
い
る
。
以
上
、『
四
つ
の
時
』
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
を
概
観
し
た
が
、
絵
の
内
部
は
、「
朝
」
と
「
夕
」、
そ
し
て
「
昼
」
と
「
夜
」
が
各
一
対
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
百
合
と
薔
薇
は
共
通
な
が
ら
配
置
が
逆
転
さ
れ
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
百
合
と
芥
子
が
そ
れ
ぞ
れ
中
心
を
占
め
る
。
ま
た
「
夕
」
と
「
夜
」
の
上
部
空
間
は
、
眠
り
の
シ
ン
ボ
ル
、
芥
子
に
覆
わ
れ
る
が
、「
夜
」
の
芥
子
は
、「
朝
」
の
百
合
の
よ
う
に
、
図
版
１２
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
に
近
い
様
式
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
最
後
に
、
絵
の
枠
部
は
、
す
べ
て
図
版
１３
の
垂
直
性
を
示
し
て
い
る
が
、「
朝
」「
昼
」「
夕
」「
夜
」
そ
れ
ぞ
れ
に
、
植
物
の
種
類
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
図
案
も
四
様
に
独
自
の
構
図
を
形
作
っ
て
い
る
。
ア
ラ
ベ
ス
ク
様
式
に
は
、
植
物
以
外
に
も
、
伝
統
的
に
動
物
や
人
間
等
、
他
の
存
在
も
織
り
込
ま
れ
て
き
た
（
５０
）。
ル
ン
ゲ
の
『
時
』
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
連
し
て
、
幼
児
キ
リ
ス
ト
、
羊
、
天
使
が
描
か
れ
て
い
る
他
、
特
に
子
供
が
「
朝
」「
昼
」「
夕
」「
夜
」
す
べ
て
に
登
場
し
、
音
楽
的
要
素
で
画
面
を
彩
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
事
物
で
は
、
松
明
、
十
字
架
、
杯
等
が
描
か
れ
、
こ
れ
は
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
小
道
具
で
あ
る
。
ル
ン
ゲ
の
『
時
』
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
ア
ラ
ベ
ス
ク
文
様
は
、
総
じ
て
、
植
物
を
抽
象
性
よ
り
は
自
然
に
近
い
か
た
ち
で
活
用
し
て
い
る
が
、
個
々
の
形
態
と
配
置
の
仕
方
を
観
察
す
る
と
、
一
定
の
様
式
化
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
『
四
つ
の
時
』
は
、
絵
の
内
部
と
枠
部
を
異
次
元
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
時
」
の
内
包
す
る
深
い
意
味
合
い
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
内
容
を
四
段
階
に
繰
り
広
げ
る
が
、
そ
う
し
た
内
容
の
重
さ
は
、
ル
ン
ゲ
自
身
が
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ア
ラ
ベ
ス
ク
文
様
に
独
特
の
「
軽
や
か
さ
」
に
よ
っ
て
、
微
妙
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ル
ン
ゲ
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
こ
の
軽
や
か
な
流
動
性
と
象
徴
性
は
、
ほ
ぼ
一
世
紀
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
に
復
活
す
る
。
他
で
も
な
い
、
世
紀
末
の
象
徴
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
奇
し
く
も
、
リ
ー
グ
ル
が
ア
ラ
ベ
ス
ク
研
究
の
大
著
『
美
術
様
式
論
』
を
発
表
し
た
時
期
に
一
致
し
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
が
一
斉
に
花
咲
い
た
時
代
で
あ
る
。
美
術
史
家
ハ
ン
ス
・
Ｈ
・
ホ
ー
フ
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
は
そ
の
名
著
『
象
徴
主
義
と
世
紀
末
芸
術
（
５１
）』
39
の
中
で
、
ル
ン
ゲ
の
『
四
つ
の
時
』
に
触
れ
、
そ
の
循
環
を
「
典
型
的
な
宇
宙
進
化
論
﹇
コ
ス
モ
ゴ
ニ
ー
﹈」
と
名
付
け
、
こ
の
画
家
に
お
け
る
ロ
マ
ン
的
な
「
世
界
学
」
と
多
層
的
な
「
世
界
創
造
と
受
肉
」
の
象
徴
を
目
指
す
「
上
昇
運
動
」
に
注
目
し
た
。
ホ
ー
フ
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
は
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
芸
術
の
「
装
飾
的
造
型
」
の
源
流
の
一
つ
を
ル
ン
ゲ
の
『
時
』
に
見
出
し
、
そ
こ
に
「
眼
に
見
え
る
よ
う
に
描
写
す
る
」
と
同
時
に
「
記
号
的
に
面
を
充
填
す
る
」
と
い
う
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
作
品
の
「
二
重
の
相
貌
」
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
そ
の
「
方
法
」
を
次
の
五
項
目
に
要
約
す
る
。
す
な
わ
ち
、
１
「
軸
状
の
画
像
構
成
の
強
調
」、
２
「
画
面
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
風
の
律
動
化
」、
３
「
単
純
化
、
典
型
化
、
対
応
」、
４
「
純
粋
な
黒
白
の
対
比
」、
そ
し
て
５
「
え
り
す
ぐ
っ
た
枠
形
に
よ
る
模
様
的
な
構
成
」
で
あ
る
（
５２
）。
ル
ン
ゲ
の
『
四
つ
の
時
』、「
朝
」「
昼
」「
夕
」「
夜
」
が
、
画
面
の
二
重
構
造
（
外
部
と
内
部
／
枠
と
中
心
）
を
利
用
し
な
が
ら
、
百
合
を
中
心
に
「
軸
状
」
に
画
面
を
構
成
し
、
種
々
の
植
物
を
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
風
」
に
組
み
合
わ
せ
て
画
面
を
「
律
動
化
」
し
、
時
の
位
相
を
四
つ
の
作
品
に
「
単
純
化
」「
典
型
化
」
し
「
対
応
」
さ
せ
て
、
植
物
（
自
然
）
と
思
想
（
キ
リ
ス
ト
教
）
が
融
合
す
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
世
界
を
構
築
し
た
こ
と
は
本
稿
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
ホ
ー
フ
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
は
そ
れ
を
見
事
に
総
括
し
て
い
る
。
ル
ン
ゲ
の
『
四
つ
の
時
』
シ
リ
ー
ズ
は
ま
さ
し
く
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
代
芸
術
の
可
能
性
を
切
り
拓
い
た
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
５３
）。
リ
ー
グ
ル
の
『
美
術
様
式
論
』
が
ル
ン
ゲ
再
評
価
の
時
代
、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
紀
末
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
結
語
一
八
一
〇
年
十
二
月
二
日
、
ル
ン
ゲ
が
三
十
三
歳
の
若
さ
で
没
し
た
と
き
、
そ
の
前
年
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
友
人
で
詩
人
の
ク
レ
ー
メ
ン
ス
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノC
lem
ens
B
rentano
（
一
七
七
八
―
一
八
四
二
年
）
は
早
速
、
追
悼
文
を
『
ベ
ル
リ
ン
夕
刊
紙
』
に
発
表
し
た
（
一
八
一
〇
年
十
二
月
十
九
日
付
）。「
卓
越
し
た
ド
イ
ツ
男
性
に
し
て
思
慮
深
き
芸
術
家
の
思
い
出
（
５４
）」
と
題
さ
れ
た
そ
の
感
動
的
な
文
章
の
中
で
、
彼
は
亡
き
友
の
『
時
』
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。「
ル
ン
ゲ
は
と
も
か
く
初
め
て
示
し
た
の
だ
、
ア
ラ
ベ
ス
ク
が
一
つ
の
象
形
文
字
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
合
が
無
言
の
絵
画
的
な
文
学
の
意
味
深
い
イ
メ
ー
ジ
言
語
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
文
学
作
品
そ
の
も
の
、
語
ら
れ
た
ア
ラ
ベ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
を
（
５５
）。」
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ル
ン
ゲ
の
絵
画
を
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
詩
人
の
一
人
で
あ
る
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
「
文
学
そ
の
も
の
」
と
呼
び
、
そ
れ
を
「
語
ら
れ
た
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
と
表
現
す
る
。
ま
さ
に
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
『
時
』
シ
リ
ー
ズ
を
「
象
形
文
字
」H
ieroglyphik
と
も
名
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
ち
早
く
『
四
つ
の
時
』
論
を
発
表
し
た
Ｊ
・
Ｊ
・
ゲ
レ
スG
örres
も
同
様
で
あ
っ
た
。
後
者
は
彼
の
『
時
』
論
の
中
で
、
花
や
鳥
や
子
供
た
ち
、
そ
し
て
女
性
た
ち
を
よ
り
高
い
生
に
向
け
て
独
特
に
組
み
合
わ
せ
る
ル
ン
ゲ
の
四
作
品
は
、
奔
放
な
空
想
の
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
よ
り
深
い
と
こ
ろ
で
厳
粛
さ
と
意
味
を
形
作
る
「
芸
術
の
象
形
文
字
」
で
あ
る
と
言
い
た
い
、
と
語
る
（
５６
）。
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
学
者
Ｊ
・
Ｆ
・
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
が
象
形
文
字
を
解
読
す
る
（
一
八
二
四
年
）
以
前
、
ド
イ
ツ
の
初
期
ロ
マ
ン
派
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
用
い
ら
れ
た
こ
の
文
字
に
、
秘
密
に
満
ち
た
も
の
の
性
格
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
（
５７
）。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ル
ン
ゲ
の
同
時
代
人
が
『
四
つ
の
時
』
の
中
に
何
か
深
い
象
徴
性
と
文
学
性
を
感
知
し
て
い
た
事
実
は
、
本
格
的
な
ル
ン
ゲ
評
価
が
よ
う
や
く
二
十
世
紀
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
（
５８
）、
一
層
、
興
味
深
い
。〈
ア
ラ
ベ
ス
ク
〉
は
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
共
有
財
産
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
〇
二
年
の
春
以
来
、
ル
ン
ゲ
が
友
情
を
結
ん
だ
も
う
一
人
の
ロ
マ
ン
派
、
し
か
も
こ
の
派
の
い
わ
ば
旗
手
で
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ルFriedrich
Schlegel
（
一
七
七
二
―
一
八
二
九
年
）
は
論
文
『
文
学
に
つ
い
て
の
会
話
』G
espräch
über
die
Poesie
（
一
八
〇
〇
年
）
の
中
で
言
う
、
近
代
の
文
学
に
は
、
古
代
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
中
心
と
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
神
話M
y-
thologie
が
欠
け
て
い
る
。「
神
話
と
は
自
然
の
芸
術
作
品
で
あ
る
。
自
然
の
織
物
の
中
で
、
至
高
の
も
の
は
現
実
に
形
作
ら
れ
る
。
す
べ
て
は
関
係
と
変
容
で
あ
る
。
結
合
と
変
形
で
あ
る
。
こ
の
結
合
と
変
形
こ
そ
が
、
こ
う
言
っ
て
よ
け
れ
ば
、
自
然
に
固
有
の
仕
方
、
自
然
の
内
的
な
生
命
、
そ
し
て
自
然
の
方
法
な
の
で
あ
る
。﹇
…
…
﹈
ア
ラ
ベ
ス
ク
も
構
造
は
同
じ
だ
。
確
か
に
そ
れ
は
人
間
の
空
想
の
最
古
の
根
源
的
な
形
式
で
あ
る
。﹇
…
…
﹈
何
故
な
ら
、
分
別
を
わ
き
ま
え
て
思
考
す
る
理
性
の
歩
み
と
法
則
を
廃
棄
し
て
、
ふ
た
た
び
空
想
の
美
し
い
混
乱
の
中
へ
、
人
間
的
本
性
の
根
源
的
な
混
沌
の
中
へ
我
々
の
身
を
置
く
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
文
学
の
起
源
だ
か
ら
だ
」。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
そ
こ
で
こ
う
結
論
す
る
、「
我
々
は
東
洋
に
最
高
に
ロ
マ
ン
的
な
も
の
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
（
５９
）。
ル
ン
ゲ
も
愛
読
し
た
Ｊ
・
Ｇ
・
ヘ
ル
ダ
ー
H
erder
（
一
七
四
四
―
一
八
〇
三
年
）
以
来
、
ド
イ
ツ
で
は
東
洋
へ
の
関
心
が
急
速
に
深
ま
っ
た
が
（
６０
）、
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
や
批
評
家
た
ち
も
、
新
た
な
文
学
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の
可
能
性
を
求
め
て
、
東
洋
に
熱
い
視
線
を
向
け
た
。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
右
の
論
文
で
、
ポ
エ
ジ
ー
の
起
源
を
「
空
想
の
美
し
い
混
乱
」
と
「
人
間
的
本
性
の
根
源
的
な
混
沌
」
に
探
り
、
そ
の
〈
混
乱
〉Ver-
w
irrung
と
〈
混
沌
〉C
haos
を
具
象
化
す
る
「
最
古
の
根
源
的
な
形
式
」
と
し
て
〈
ア
ラ
ベ
ス
ク
〉A
rabeske
に
着
目
し
た
。
人
間
の
意
識
あ
る
い
は
心
理
の
深
層
に
渦
巻
く
カ
オ
ス
状
の
根
源
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
彼
は
そ
れ
を
東
洋
的
な
唐
草
模
様
に
認
識
し
た
の
で
あ
る
。同
じ
頃
、
ル
ン
ゲ
は
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
文
学
的
に
導
き
出
し
た
ア
ラ
ベ
ス
ク
論
を
、
高
度
な
装
飾
図
案
の
か
た
ち
で
『
四
つ
の
時
』
に
視
覚
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
画
家
は
彼
な
り
に
自
己
の
絵
画
を
、
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
文
学
的
に
解
読
す
る
方
法
を
み
ず
か
ら
実
践
し
て
見
せ
た
。
文
学
か
ら
ア
ラ
ベ
ス
ク
に
辿
り
着
く
に
し
ろ
、
逆
に
、
ア
ラ
ベ
ス
ク
文
様
か
ら
ポ
エ
ジ
ー
を
紡
ぎ
出
す
に
し
ろ
、
一
八
〇
〇
年
前
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
唐
草
模
様
は
「
最
古
の
根
源
的
な
形
式
」
と
し
て
、
詩
人
、
批
評
家
、
そ
し
て
画
家
の
最
終
目
標
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
一
世
紀
を
経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
紀
末
に
み
ご
と
に
復
活
し
た
。
新
し
い
地
平
を
拓
く
鍵
は
、
遥
か
な
過
去
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
遺
産
の
中
に
時
と
し
て
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
註
ル
ン
ゲ
に
関
し
て
は
、
主
に
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
＊Philipp
O
tto
Runge,B
riefe
und
Schriften.H
erausgegeben
und
kom
m
entiert
von
Peter
B
etthausen,
H
enschelverlag
K
unst
und
G
esellschaft,D
D
R
−B
erlin,1981.
（B
riefe
und
Schriften
）
＊R
unge
in
seiner
Zeit.
K
unst
um
1800.
H
erausgeber
W
erner
H
ofm
ann,Prestel−Verlag,M
ünchen
und
H
am
burger
K
unsthalle,
1977.
（R
unge
in
seiner
Zeit
）
＊Peter
B
etthausen,Philipp
O
tto
R
unge,
E
.
A
.
Seem
ann
Verlag,
Leipzig,2008.
（B
etthausen
）
植
物
の
シ
ン
ボ
ル
に
関
し
て
は
、
特
に
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
＊H
andw
örterbuch
des
deutschen
A
berglaubens.
H
erausgege-
ben
von
H
anns
B
ächtold−Stäubli
unter
M
itw
irkung
von
E
du-
ard
H
offm
ann−K
rayer,10B
de.,W
alter
de
G
ruyter,B
erlin/N
ew
York,2000.
（H
dA
）
＊M
anfred
Lurker,
W
örterbuch
der
Sym
bolik,
4.
A
ufl.,
A
lfred
K
röner
Verlag,Stuttgart,1988.
（W
örterbuch
der
Sym
bolik
）
＊
『
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
ア
ト
・
ド
・
フ
リ
ー
ス
著
、
山
下
主
一
郎
主
幹
、
荒
こ
の
み
他
共
訳
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
四
年
。
＊
『
世
界
シ
ン
ボ
ル
大
事
典
』
ジ
ャ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
／
ア
ラ
ン
・
ゲ
ー
ル
ブ
ラ
ン
共
著
、
金
光
仁
三
郎
他
共
訳
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
六
年
。
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＊
『
世
界
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
ハ
ン
ス
・
ビ
ー
ダ
ー
マ
ン
著
、
藤
代
幸
一
監
訳
、
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。
＊
『
日
本
百
科
大
事
典
』
別
巻
「
原
色
植
物
図
鑑
」、
小
学
館
、
昭
和
四
一
年
。
＊
『
花
の
神
話
と
伝
説
』
Ｃ
・
Ｍ
・
ス
キ
ナ
ー
著
、
垂
水
雄
二
・
福
屋
正
修
訳
、
八
坂
書
房
、
一
九
九
四
（
八
五
）
年
。
＊
『
聖
書
の
植
物
』
Ｈ
＆
Ａ
・
モ
ル
デ
ン
ケ
著
、
奥
本
裕
昭
編
訳
、
八
坂
書
房
、
一
九
九
一
年
。
（
１
）
『
ド
イ
ツ
近
代
絵
画
史
』
ヘ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ネ
ム
著
、
神
林
恒
道
・
武
藤
三
千
夫
共
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
一
（
八
五
）
年
、
一
四
六
／
一
五
六
頁
。
（
２
）
前
掲
書
、
一
四
六
頁
。
（
３
）Johann
W
olfgang
G
oethe,
Säm
tliche
W
erke,
B
d.
17.
H
erausgegeben
von
Irm
traut
Schm
id,
D
eutscher
K
lassiker
Verlag,Frankfurt
am
M
ain,1994,S.223.
（
４
）Johann
Joseph
von
G
örres,D
ie
Zeiten.V
ier
B
lätter,nach
Zeichnungen
von
Ph.
O
.R
unge,
in
:R
om
antische
K
unstle-
hre.
H
erausgegeben
von
Friedm
ar
A
pel,
D
eutscher
K
las-
siker
Verlag,Frankfurt
am
M
ain,1992,S.331−346.
（
５
）
『
象
徴
主
義
と
世
紀
末
芸
術
』
ハ
ン
ス
・
Ｈ
・
ホ
ー
フ
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
著
、
種
村
季
弘
訳
、
美
術
出
版
社
、
一
九
七
五
（
七
〇
）
年
。
（
６
）B
riefe
und
Schriften,S.125.
（
７
）a.a.O
.,S.125.
（
８
）a.a.O
.,S.128.
（
９
）B
etthausen,S.24.
（
１０
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.115−116,193−203.
（
１１
）B
riefe
und
Schriften,S.125−128,129−130.
（
１２
）a.a.O
.,S.126.
（
１３
）a.a.O
.,S.129.
（
１４
）a.a.O
.,S.127.
（
１５
）a.a.O
.,S.127.
（
１６
）B
etthausen,S.24.
（
１７
）W
örterbuch
der
Sym
bolik,S.423.
（
１８
）B
etthausen,S.24.
（
１９
）W
örterbuch
der
Sym
bolik,S.429.
（
２０
）B
etthausen,S.25.
（
２１
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.190.
（
２２
）B
etthausen,S.25.
（
２３
）H
dA
,B
d.4,S.727−729.
（
２４
）H
dA
,B
d.5,S.182−187.
（
２５
）W
örterbuch
der
Sym
bolik,S.371.
（
２６
）a.a.O
.,S.764.
（
２７
）B
etthausen,S.25.
（
２８
）W
örterbuch
der
Sym
bolik,S.474.
（
２９
）H
dA
,B
d.1,S.280.
43
（
３０
）H
dA
,B
d.7,S.725−727.
（
３１
）H
dA
,B
d.8,S.71−72.
（
３２
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.191.
（
３３
）W
örterbuch
der
Sym
bolik,S.181.
（
３４
）H
dA
,B
d.1,S.725.
（
３５
）
『
花
の
神
話
と
伝
説
』、
二
四
頁
。
（
３６
）H
dA
,B
d.2,S.301−302.
（
３７
）W
örterbuch
der
Sym
bolik,S.518.
（
３８
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.188.
（
３９
）a.a.O
.,S.188.
（
４０
）Lexikon
der
K
unst,7
B
de.,
E
.A
.Seem
ann
Verlag,
Leipzig,
2004,
B
d.1,S.558/W
örterbuch
der
K
unst,
Johannes
Jahn/
W
olfgang
H
aubenreisser,
A
lfred
K
röner
Verlag,
Stuttgart,
12.A
ufl.,1995,S.40−41.
（
４１
）B
riefe
und
Schriften,S.127−128.
（
４２
）a.a.O
.,217
（A
n
Friedrich
A
ugustvon
K
linkow
ström
,den13.
Juni1809
）.
（
４３
）
註
（
４０
）。
（
４４
）
『
美
術
様
式
論
』
ア
ロ
イ
ス
・
リ
ー
グ
ル
著
、
長
広
敏
雄
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
五
（
七
〇
）
年
。
（
４５
）
前
掲
書
、
九
七
頁
。
（
４６
）
同
、
一
二
八
頁
。
（
４７
）
同
、
二
二
四
頁
。
（
４８
）
同
、
三
二
六
頁
。
（
４９
）
同
、
三
五
〇
頁
。
（
５０
）
註
（
４０
）。
（
５１
）
註
（
５
）
二
二
〇
―
二
二
一
頁
。
（
５２
）
前
掲
書
、
一
四
二
頁
。
（
５３
）
同
、
一
四
一
―
一
四
二
頁
。
（
５４
）C
lem
ens
B
rentano,A
ndenken
eines
trefflichen
deutschen
M
annes
und
tiefsinnigen
K
ünstlers,
in
:R
om
antische
K
un-
stlehre
（
註
４
）,S.347−350.
（
５５
）a.a.O
.,S.347−348.
（
５６
）
註
（
４
）。
（
５７
）a.a.O
.,S.833.
（
５８
）B
etthausen,S.89−91.
（
５９
）Friedrich
Schlegel,
K
ritische
Schriften
und
Fragm
ente.
H
erausgegeben
von
E
rnst
B
ehler
und
H
ans
E
ichner,Ferdi-
nand
Schöningh,Paderborn,M
ünchen,W
ien,Zürich,1988,
B
d.2,S.204−205.
（
６０
）Johann
G
ottfried
H
erder,
Ä
lteste
U
rkunde
des
M
en-
schengeschlechts,1774/76,in
:W
erke
in
zehn
B
änden,B
d.
5.
H
erausgegeben
von
R
udolf
Sm
end,
D
eutscher
K
lassi−
ker
Verlag,Frankfurt
am
M
ain,1993.
＊
末
筆
な
が
ら
、
本
稿
を
含
め
た
ル
ン
ゲ
論
三
部
作
に
眼
を
通
し
て
貴
重
44
な
助
言
を
下
さ
っ
た
本
学
部
芸
術
学
科
の
千
足
伸
行
教
授
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
教
授
在
職
中
の
ご
厚
誼
に
対
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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